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-

(1)フォルマリンに依る硝子の鍍銀 選信省電氣試瞼所第五部宮城精吉氏15分
フォルマリンを還元液とする硝子の鍍銀は銀膜の生成不確宜の為め従来除り利用せられぬが，

著者は電氣鍍金に於ける常法なる保祗膠質添加を之に應用した結果，著しく改牲するを得tC o 又
生成せる銀膜の附浩の程度を桧する為，銀談の電導度と測定し保設膠質の添1JII址，銀液の銀含布
菌と銀膜の附箔度の闊係等を1杞瞼した。

(2)銅含有硝子の電氣的性質 選信省霊氣試瞼所第五部宮城精吉氏10分
硝子に銅を封入する場合，又は銅面に絶緑用琺瑯を施す場合，銅が硝子中に拙散し硝子化せん

事を顧慮し其の橡備1釘瞼として銅含有硝子の電氣的性質を1蒻瞼した。
(3)超昔波と化學反應（第2報）油脂に封する作用 逓信省霞氣試験所第五部田鶴禎 武氏15分

数種に油脂の超昔波作用に依つて受くる化學的斐化に就て報告する。
(4) ヂュポスク比色計を用ひての指示薬法によるpH測定に就て

東北帝國大學化學工學科翫盃農旦岱15分
乾電池用二酸化マンガンの研究に於て溶液のpHを簡箪に併かも精密に知るため指示莱法に

ヂュボスク比色計を用ひ指示築としてヂニトロフェノール類及メチルレッドを用ひた場合の各々
に就き従来の方法に少し工夫を施しpII値の精度0.01~0.02を容易に得らるq様にしたo而し

·て乾電池用浴液及NH(CI i容液の濃i容液に於ける墜誤差を定めpH 2~6の範園にて精密に測定
し得る様にした。

(5)隔膜の孔の大さと電氣滲透（I) 退信省竜氣試瞼所第三部村岡隼雄氏10分
(1) 隔膜の孔の滲透的大さの分布を求めんとす。(2)硝子粒子稲膜の孔の大さの分布を流

水法に依りて求め，次l'C電解質の水溶液の電氣滲透を同一隔膜に就きて測定して雨者の闘係を求
めたり。(3) 電解質水溶液の飽氣滲透に就き，二種の宜解質の混合せるものの速度と成分の速
度との賜係を求めたり。

休 憩 自10.-15
（ B) 電氣界面攪篇Lの研究（第 12 報） 京都帝國大學化慰研究所〗盈畠玩塁30分

”セルロシンに流勁パラフィン’'分散系に於ける電磁波吸牧並に分散の測定に於て，常湿l'C.ては
試料の含有水分が7%前後を界として其の異朕性をみとめだ。今回は繊維質粒子含有水分8%
以下として測定温度30°~llOCの範幽に於ける6000~以下の低域電磁波分散並に吸牧様式を
測定し吸着水分形態に就き理論的説明を加へんとす。

(7)電解透祈用ゴム隔膜の研究（第2報） 選信省鼈氣試験所第三部比留間光 一 氏20分
電解透析用ゴム稲膜の製法及び其性質の 一部に闊しては既に報告したが共の電解透析試験の中

電流の急激な減少に脳しては其原因が不明であった。依つて本報告に於ては其等の原因の究明に
闊して行った1用瞼結果に就き報告し尚隔膜／汎Lの布奴断面栢其他隔朕としての性質に脳する試瞼
結果を逃べるものである。

(8) ゴムの電着に関する賓瞼
組山直人氏

東京帝國大學エ學部應用電氣化學及光化學研究室西 川政忠氏
岡 俊牛氏

ゴムの霞瘤は既に久しく論ぜられ若干の研究結果は痰表せられて居る。私共の行ふた1蒻合はBlJ
に獨創を含むで居ない。ただ自分等の知識と経瞼を培す為に行ふたのであるが，他の人の参考に
もなるであらうと思つて猿表するo或ー・稲のラテックスに就き主として亜鉛の陽棒を用ゐて巾＇瞼

‘したもので，配合物を加へざる場合及び1JIIへた場合に，電滸址に劉する諸條件，電流密度，時間
ゴム誤度，電導度．pHの影料などを桧し，電滸ゴムの含水址を求め，電浩物中のゴム分，硫寅
分，亜鉛華分を分析し，又電滸均一性に就て若干の定址的捉瞼を行ひ，悶膜や亜鉛以外の陽極l'C
就ても価か乍ら若干の宜駿結果を述ぺる。

休
(9) 空網電池の研究（第5報）

憩 自

遥信省電氣試瞼所第5部塁塁
＇

｀靡唸
前報（昭和11年5月琥）より簡易るな操作に依り得たる陽極の電氣的性質及び軍話用乾電池と

比較した放霊特性に就て報告する。
(10) 銅左用ふるペースト式蓄電池電極 帝國猿明協會翌田研究室知久健夫氏

適裳な金届に闘し，ベーストし得る酸化物を探すか或は又座搾する等のことなしに簡易にペー
ストする方法を工夫することはその金扁が菩霊池現象を示すか否かの直瞼の端緒に成り得るであ
らうo亜酸化銅をアルカリで練り之を適諮な電極格子に充填すると，乾操後アルカリ液中に浸滋
し且つ電流を通するも脱落を起すことなく，活物筑には漸次飽筑化躯焚化の進展するのが認め
られるo其の焚化が完了すると瓦斯泡出を起す。こ(/_)}伏態の極板は逆方向の鼈流通過に際し苦霊
池電極として放電容拡を示し充電が出米る。卯ち銅を用ゐてペースト式苫寇池道極を調盤するこ
とは容易である。この銅極板の蓄軍池特性に脳し1肘瞼的研究を行った。
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(11)「マグネシウム」電池に就て 仮用研究所仮田 廣氏15分
「マグネシウム授を屈は鼈氣的に卑性大なるも水中に於ても溶解する故そのましにては電池の陰

極となし得す，然るにクロム酸唖燐酸椛又は或酸化性墜例へば直クロム酸曹逹等の水溶液中にて
は「マグネシウム」は腐蝕溶解せざる故之等を適裳に電池の励電液中に加へて以て「マグネシウ
ム」の自然腐蝕を防ぎたり。今二酸化滴俺乾霊池或は空氣電池の陰極の亜鉛の代りに「マグネシ
ウム．」を用ひ臭化「アムモニウム」又 圏化「アムモニウム」を励電液とし之に上記の添加刺を
混じたるものを用ひて電池を作りたるに亜鉛陰極を用ひたる場合に比し高電歴高電流を得たり。

(12)「ケモグラフ」に開する柘究 飯田研究所仮田 廣氏 20 分
莱液を浸したる紙を電氣陰陽雨極間l'L介在せしめ電氣化挫反應により痰色せしめて文字書粛を

通信記録せしむる所謂「ケモグラフ」の受信紙に就て研究せり。郡ち沃度澱粉を用ふる古来の方
法は沃度の自然析出による紙の斐色と受1政の自然消失の峡勘ある故，之に添加卵］を加へて大閤そ
の訣黙を除き得たり。又電極の溶解により疲色するもの卯ち銅，鐵亜鉛，銭，クロム， ＝ ッケ
ル，鉛等の電極により痰色する多数の姿品中より反應速度の大なるものを選出せり。

尚此の紙を使用する他の應用に就て2,3の攻究をなせり。
(13)鐵鋼の滲炭窒化に就て 東京工業大學建築材料研究所河上盆夫氏15分

(1) 鐵鋼の表面硬化法， (2) 滲炭窒化法， （3) 箪純法と電解法， （4) 滲入度並に硬度，
(5) 熱虚理作用及び防止法，（6) 比較。

(14)金属熔射被覆法の研究（第1報） 東京工業大尿建築材料研究所星野 憔氏 20 分
金屈を酸索アセチレン瓦斯焔又は電弧によつて熔融し，之を空氣にて吹き飛ばし物儒表面に固

殖せしむる被覆法を金屈熔射被裂法と呼ぶ。之には普通「ピストル」と呼ばれる熔射器を用ひる。
この金屁熔射被裂法は装飾用のみなら-t-,防錯，耐火，柚強用等に極めて有妓であるoされば

我國l'Lもこの被投法が漸次将及されつしある。この被投法は極めて複雅であるo熔射條件が悪い
と被疫の質が悪いのみならす，被投能率が低い。本講演に於いては艮質の被役を能率よく得るた
めの熔射條件2, 3を述べる。

休 憩

(15)電解亜鉛製造中に生ずる亜鐸酸亜鉛よリ亜鉛の新抽出法

自2.55

東京工業大學電氣化學科闘患塁五誓岱15分

(16)歴糖蜜よリ加里回牧新法 ． 東京工業大學電氣化峡科加藤典五郎氏 20 分
相川秀雄氏

我國で用ふるカII里班は殆んど凡べて輸入である。綬糖密中には約ヤ一5%(I込0として）の加里
を含有して居るo之が砂糖結晶の回牧を妨害する。我國製糖工業で副商する全糖密中には約200
萬回（硫酸加里として）の加里が含まれて居るo従つて糖密から容易に之が回牧出来れば砂糖結
晶の増牧を齊らし一組雨得な理である。而して我々は簡箪に庶糖と結合して居る加里を分離析出
せしめ得る事が出来たo其の研究の一部を預表する。

(17)蕨精異形結晶の生成防止法に就て 明治製糖株式會祉研究所嬰魯 嶺塁 20分

結晶の生成は砂糖工業のみならす一般化學工業に於ても重要な問題であるo講�演者は庶糖結晶
の生成に於て種々の興味ある新事典を見出したo又従来嘗業者が虚分にしみたる苦しみたる異形
結晶の生成を防止する一新方法を提供する。

(18)電氣化撃用水銀整流器に就て 日立製作所日立工場研究所久保俊彦氏 20 分
一般に熔融砲電解に用ひらるい直流鼈源としては電動痰電機，回轄斐流機並に水銀整流器が奉

げられるが，電動痰鼈機は能率の黙に於て劣り，回縛斐流機は制御の黙に不利があり，従つて将
来の痰展は水銀幣流器に1癸たねばならぬ現状にある。而して電解用としては低電藤大電流にし
て高い能率と痰範固の制御が要求せられるので，以上の見地から特に電解用水銀盤流器の研究を
行つて居る。帥ち高能率を得るために電弧抵抗を出来るだけ減じ，これによつて起る逆弧の危陰
は内部冷却及び消イオン面の増加によつて防ぎ，更に電解能率を高めるために必要な定電流自動
調幣を行はなければならない。斯くして研究せられた鼈解用水銀整流器装骰とその特徴とに就て
述べる。

(19)電氣化聾用水銀整流器の結線方式に就て 株式會社芝浦製作所研究所青木佐太郎氏 20 分
鼈氣化墨用大電流の直流霊源として，水銀盤流器が種々の長所を有する事は今や廣く認められ

る事となつたo直流電腿を廣い範固に亙り，自由に且帥時に調猿出来る格子制御作用の巧妙な
黙，刷子其他の消耗品を要せざる運轄保守の簡易の開占，音啓と振動と高濫放熱のない斐霊所の清
爽な勘，是等は電子工學の妙用水銀整流器を侯つて初めて逹せられるのであらう。

水銀幣流器採用に際し決すべき色々の脚があるが，殊に六相方式を採るべきか，十二相方式に
依るべきかは又頂要問題である。従来箪に電流脈動の懸念よりして，十二相方式を可なりとする
向もあるが，母線のリアクタンスは相賞に大なる故l'C.,六相格子制御を行つた場合も，その電流
脈動は僅かに認め得る程度である事は，容易に罪出し得るのであるo之に反し十二相方式は斐黙
器の構造が複雑になる事，クップ切換による力率調幣に困難がある事，電流平術の為に特別の考
慮が必要である事等の為に相裳設備喪が大になるは免れない。
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